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生き残りをかけた地方卸売市場の挑戦
㈱マルケイ青果市場の産地を掴んだ新しい試み

　かつて食品産業や外食産業が伸び盛りだった頃には、成功の鍵は同一品質の実現と安価な食材を大量に

仕入れて調達コストを下げることにあった。輸入食材が普及するまでの地方卸売市場の存在は大きかった。

しかし、食品産業や外食産業の輸入食材への依存度が高まるにつれて市場経由率は低下の一途を辿り、卸

売市場数は減少し独占･寡占型大規模化の業界大編成が

進んでいる。一方、市場の成熟化とともに価格や品質、

サービスを標準化する手法は行き詰まりつつある。90

年代以降、外食産業の売上は停滞から減少に転じてお

り、一時注目された惣菜や弁当などの中食も、主要な

販売ルートであるコンビニの店舗が飽和状態になるな

かで成長力に陰りがみえている。こうしたなかで、売

上低迷に見舞われた食品や外食産業はライバル他社と

の差別化戦略に取り組んでおり、「安全・安心」をキー

ワードに、輸入食材を国産品に切り替える企業が増え

ている。しかし、従来の卸売市場経由の流通システム

では安心・安全が担保された農産物を手に入れること

は難しく、農家との契約栽培に注目が集まっている。

福島県郡山市青果市場内卸㈱マルケイ青果市場の挑戦
　衰退する地方卸の再生への挑戦を㈱マルケイ青果市場古川社長は元気よく語っている。①地方卸は委託

販売を享受してきたが、一方、創造的な業務展開は一切せず結果的に時代の流れについていけなかった。

②今年からの新農政は、農家が直接補助金を受け取れる制度を導入したが、これは委託販売制度の終焉を

意味する。③食品、外食産業の農家との直接契約は卸売市場の存在価値をより一層低下させる。と現状分

析をしながら、自らＪＧＡＰ普及を進め

ながら新たな産地形成に乗り出した。農

家の自立に協力して自らも生き残る作戦

だ。社内にＧＡＰ事業部を立ち上げ、組

織作り並びにトレサ管理のＩＴ化に邁進

している。成功への鍵は、農家への求心

力と、『農産物の安全・安心・美味しさを

高めることが農家収益の改善に繋がるよ

うなシステムを作る』ことにある。

　マルケイ青果は地元の農家にＪＧＡＰ

の導入を勧め、認証を取得させた。認証

農場は青果30農場、穀物１農場。あぶく

まＧＡＰ協議会を立ち上げ、これからも

導入・普及を積極的に進める。ＪＧＡＰ

導入指導員を派遣し導入の支援活動や、農産物のトレーサビリティーの管理、営農企画、商品企画をしな

がら地元農家をしっかり掴み、売れる農産物を集め販売に注力している。売れるものを集めなければ生き

残れない。市場は如何に物を集めるか、自立が求められる時代になった。

当社ウェブサイト

リニューアルのお知らせ
当社ウェブサイトがリニューアル

されました。今回は商品紹介を大

幅に変更し、ご要望の多かった作

物別、商品群別に当社おすすめ商品を紹介し

ております。各種写真付でとても見やすくな

りました。その他、社長挨拶を刷新、ＪＧＡ

Ｐ協会とのリンクを張り、情報満載になって

おりますので是非ご覧下さい。
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様々な影響を及ぼしている地球温暖化。九州の集中豪雨もそのひとつでしょうか。身近な所から始めら

れる事として「トイレの電気便座のフタを使用後は閉める」という事があります。そんな事が？とお思

いでしょうが、フタを閉めることでCO２を年間約16㎏削減できるそうです。心がけてみませんか？
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消費者 ・ 実需者の満足度を高める農業～第44回全肥商連研修会報告

　去る７月５～６日、農水産省後援で全国肥料商連合会の第44回研修会が栃木県部会との協賛で那須御用邸

近くのホテルで開催された。100名を超える参加者を得て大盛会の研修会であったが、多くの若手・中堅の出席

者にも応える未来を見据えた内容であった。

　農業環境技術研究所の小野先生は、自給自足の国が食料自給率40%まで減少した傾向を「ジャパンシン

ドローム」と称し、中国・インドもその予兆が現れ始めた。「化学肥料は悪だ！」という前に、化学肥料

をいかに効率よく使う研究をすべきだと強調された。公正取引委員会による「農協ガイドラインの理解」

では、新制度の詳細なる説明があった。質疑応答では、みかんのブランド化を利用した肥料購入制限など

の実例が紹介され、現場の実情を反映した公正な運用を期待する旨の要望がでた。当社上杉社長は、ＧＡ

Ｐ導入は肥料商にとってもプラスになると、普及の重要性を説いた。栃木県農業者の杉之内氏は補助金依

存型農業からの脱却が今後の課題であると、息子家族と農業経営に取り組む姿を真摯に話され感動を呼ん

だ。堀場製作所からは、農産物の安全・美味しさを簡便に検査できるコンパクト型硝酸イオンメーターの

開発状況の説明があり、栃木県農政部からは特産イチゴの省力型栽培方法、安心・安全への取り組み、高

設栽培、夏秋どり栽培など産地間競争に打ち勝つための挑戦の熱い解説があった。宇都宮の県農業試験所

では、今まで栃木県産にはなかった、おかき用、酒米用の新品種開発など実需者の要望に応える新たな取

り組みの説明があった。今回の講演は、「消費者・実需者の満足度を高める農業」に視点を置き、時代の

流れを反映した充実した内容であった。最後に日光東照宮では、社務所総務部長のガイドで今まで知らな

かった匠の技を教えられた。栃木県県部会の皆様に心から感謝を致します。来年は環境対応型農業に取り

組む滋賀県で開催される予定となっており、更なる盛り上がりを期待したい。

　　ＭＡＣ掲示板～人事異動～
日付 氏名 新 旧

6/30 梅木　　審 退職 本店農産部

7/1 高橋　泰寿 特販部 新規採用
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22 年ぶりの円安が与える影響
　７月６日、ニューヨーク為替市場にて円は対ユーロで

続落し、１ユーロ＝167円92銭を付け最安値を更新した。

対ドルでも１ドル＝123円35～45銭で推移し、22年振り

の円安水準である。かつて１ドル＝80円を切る円高から

すると、50%以上円の価値が下がった事になる。円安は輸

出企業にとって価格競争力を強め、また為替差益を生ん

でいる。輸出企業は、こぞって円安を歓迎する。しかし、

肥料業界にとって円安は原料価格を押し上げ、肥料価格

の高騰に繋がる為、決して歓迎されない。飼料や食料原料

は、大幅な値上げが続く。このまま円安が続く事が良いの

か？海外旅行をすると円の価値が下がった事に気づく。

輸入原料の高騰が製品価格を押し上げ、国内価格はじわ

りじわりと値上げが始まる。消費者物価が上がり金利も

上がる。輸出企業にはメリットがあっても、一般消費者に

は円安は堪えてくる。
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梅雨入り宣言後、思い

の外晴天が続き、当社

のバケツ稲は太陽の

光をいっぱいに浴び

て成長しております。

分けつも最終段階と

なり、逞しい様子になってきました。6/25

からは7日間ほど中干しをし、7/9には12

枚目の葉が伸び始めました。いよいよ幼穂

形成期に入り

ますが、茎の

中では穂がで

き始めている

でしょうか。

予定では、7月

末～ 8 月初め

に出穂となり

ます。今後と

も、どうぞご

期待下さい。
７月９日　当社屋上にて


